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有価物（金属等）�
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（脱水・焼却等）�
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環境パフォーマンス�

産業廃棄物のゼロ・エミッション化�
�

事業活動に伴って発生する廃棄物については、再資源化率

を高め、ゼロ・エミッション化を推進しています。2000年度

における産業廃棄物排出量は13.0万トン、うち処理・処分量

は3.7万トン、外部リサイクル量は9.3万トンでした。このほか、

有価物として4.4万トン売却しました。廃棄物の有効利用に努

めた結果、再資源化率は前年比1.7ポイント向上し、78.7％と

なりました。�

今後は、産業廃棄物の発生抑制・排出量の削減についても

目標を掲げ取り組んでまいります。�

産業廃棄物発生抑制・排出量削減・�
ゼロ・エミッション化の目標と達成事業所（2001年3月末現在）�

産業廃棄物発生抑制・排出量削減目標�

　産業廃棄物の発生量・排出量を、2005年度に�

　2000年度比15パーセント削減する。�

ゼロ・エミッション化目標�

　定　　義 ： 社内・社外の埋立廃棄物「ゼロ」��

　　      　 ・「ゼロ」とは廃棄物の埋立を原則１％以下に�

　　　　　　  削減することをいう。��

　　      　 ・自らが排出事業者になっている廃棄物を対象にする。�

　　      　 ・流通回収廃棄物は対象外とする。�

　達成目標 ： 鋳物系・機械系事業所�

　　        　 その他事業所�

ゼロ・エミッション化達成事業所�

　7工場（船橋、恩加島、堺臨海、浪速、宇都宮、筑波、久宝寺）�

2003年度�

2005年度�

総排出量�
13.0万t

廃プラスチック 3.9％�

金属くず 1.9％�

建設廃材 1.4％�

ばいじん 1.0％�

その他 5.9％�

鉱さい�
53.7％�

ガラス陶磁器屑�
22.4％�

汚泥�
9.8％�

・産業廃棄物排出量＝処理・処分量＋外部リサイクル量�

・再資源化 率(％)＝(外部リサイクル量＋有価物売却量)÷�

　　　　　　　       (産業廃棄物排出量＋有価物売却量)×100         

廃棄物の減量化とコスト低減効果�

産業廃棄物の内、2000年度排出量の53.7％を占める鉱さ

いは、セメント原料や路盤材等として外部でリサイクルされて

います。減量化、リサイクル活動の結果、2000年度処理・処分

量は前年比0.9万トン減少しました。�

また、産業廃棄物委託処理費用および廃棄物のリサイクルに

よる原料等購入費の低減により、年間331百万円のコスト低

減効果を生み出しています。�
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ダストを混練した缶ダライ� 水さい� インターロッキングブロック�

（連続式再生）�

（パッチ式再生）�

キュポラ�
水さい�

バインダー添加�

ダライ粉�
80％�

ダスト�
20％�

キュポラ投入�

缶プレス�
混練�

ブロック�

廃砂再生装置�

環境パフォーマンス�

環
境
管
理�2000年度産業廃棄物減量化量と内訳� 2000年度コスト低減効果と内訳�

合　計��
12,537t 鉱さい��

8,228

金属くず��
2,632

廃油��
674

ばいじん 329

特管物 194

合　計��
331,02万円�

汚泥�
42,89

特管物 3,41

鉱さい��
189,68

ガラス陶磁器屑�18,12

廃プラスチック��
32,77

廃油��
27,51

産業廃棄物リサイクル事例（恩加島工場）�

産業廃棄物の減量化を目指し1998～2000年度実施した社内コンテストにおいて優秀な成績を収めた恩加島工場（大阪

市）の事例について紹介します。�

廃プラスチック 277 がれき類�4,32

中子廃砂の自社再生利用�

エンジン鋳物生産ラインより発生する中子廃砂をライン

内で回収し、再生してコールドボックス中子用砂として新砂

と混合後再利用し、産業廃棄物としての発生量減量化を図り

ました。当初、廃砂と新砂の使用比率を各々50

％に設定していましたが、配合の変更テストや再

生装置の能力アップにより、廃砂の使用比率を段

階的に60％から70％まで引き上げ、混練全体量

の20％を新砂から廃砂へ置き換え、材料費のコ

ストダウンとともに産廃としても発生量減量化を

達成することができました。�

キュポラダストの再資源化�

キュポラより排出されるダストは、埋立廃棄物として処分

していました。�

これをダライ粉と混練し缶プレスしたものを、キュポラへ

再投入することにより、溶融しスラグ化を行いました。�

これにより、廃棄物としてのダストはなくなり、生成したス

ラグはインターロッキングブロックの原料として有価物化を

図っています。�
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